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スペシャルナイト「さよならインフィニウム L-OSAKA」実施報告 

 

西 野  藍 子  ＊ 
 

 

概 要 

 

大阪市立科学館は 2018 年度下半期に全館休館し、プラネタリウムの機器更新、および展示場 4 階の

おもに宇宙や天文に関する展示の新規製作を行った。それに伴い、2004 年より稼働していたプラネタリ

ウム投影機インフィニウム L-OSAKA は 2018 年 11 月 30 日(金)を以て退役することとなった。そこで最終

日の 11 月 30 日に、約 14 年間活躍したプラネタリウム投影機のラスト投影を、お客様とともに見送るスペ

シャルナイト「さよならインフィニウム L-OSAKA」を開催した。本稿では、このスペシャルナイトの構成や内

容について、参加者へのアンケート実施結果を併せて報告する。 

 

 

１．はじめに  

平成元年に大阪市立科学館が開館した当時から、

2003 年まで稼働した初代投影機は「インフィニウムα」

であり、その後を継いだ２代目投影機が「インフィニウム

L-OSAKA」である。約 14 年間稼働し、通算投影回数

は約 24,400 回、通算観覧者数は約 425 万人と非常に

多 くの来 館 者 にご覧 いた だいた。筆 者 にとっては、

2010 年にプラネタリウム投影担当としてデビューした時

から、実に約 9 年、共に働いてきた思い出深い投影機

である。最終日には、ぜひお客様とともにこの投影機

の星空を存分に見あげたいと考え、筆者がスペシャル

ナイト「さよならインフィニウム L-OSAKA」を企画し、開

催した。 

図１-1.チラシ(左：表/右：裏＜永原氏デザイン＞) 

 

                                                   

 *大阪市立科学館 学芸員 

nishino@sci-museum.jp 

２．実施概要  

このスペシャルナイトの実施概要を以下に示す。 

 

・タイトル：スペシャルナイト 

「さよならインフィニウムL-OSAKA」 

・日 時：2018年11月30日(金) 18:30～20:00 

・場 所：プラネタリウムホール 

・対 象：どなたでも(おもに大人向け) 

(※小学生は要保護者同伴) 

・料 金：1,000円 

・定 員：300名 (事前申し込み制・先着順) 

・チケット：前売り、もしくは、Webフォーム予約 

2018年10月2日(火)より受付開始。 

・主 催：大阪市立科学館 

・当日のスケジュール： 

17:00 準備・会場設営、リハーサル 

18:00 開場 

18:30 開演、インフィニウムL-OSAKA概要紹介 

    西野 藍子(学芸員) 

18:40 投影①「電館時代のプラネタリウム投影再現」 

    嘉数 次人(学芸員) 

19:15 投影②「インフィニウムL-OSAKAスペシャル」 

    石坂 千春(学芸員) 

19:50 プラネタリウムリニューアルの紹介 

    嘉数 次人(学芸員) 

    西野 藍子(学芸員) 

20:00 終演 
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３．当日のようす 

 スペシャルナイト当日のようすを、以下（1）～（4）に写

真とともに記す。 

 

(1)18:30 開演 

まずは筆者が挨拶を行い、その後普段はお客様に

あまりお見せしない投影機の初期起動を行った。この

投影機のラスト起動とともに、インフィニウム L-OSAKA

の概要紹介を行った。 

 

写真 3-1．インフィニウム L-OSAKA のラスト起動 

 

(2)18:40 投影① 

「電館時代のプラネタリウム投影再現」 

続いて、嘉数学芸員が「電気科学館時代の投影再

現」と題し、電気科学館時代の解説スタイルで投影を

行った。これは言ってみれば、昭和の解説と平成の投

影機の、最初で最後のコラボレーションである。嘉数学

芸員による現代とは全く違う古風な語り口や話し方の

妙が、インフィニウム L-OSAKA の星空と相まって、お

客様には何とも言えないノスタルジックな気分に浸って

いただけたのではないかと考える。 

 

写真 3-2．嘉数学芸員による、 

「電気科学館時代の解説再現」のようす 

 

(3)19:15 投影②「インフィニウム L-OSAKA スペシャル」 

休憩をはさんで、次に石坂学芸員によるインフィニウ

ム L-OSAKA のラスト投影をご覧いただいた。夕暮れか

ら夜の街明かりと星空に移り変わるシーンでは、この投

影機の思い出の写真がたくさん映し出された。大阪で

見える星空以外にも、南半球の星空や天の川、星雲・

星団などをゆっくり巡っていった。当日配布した双眼

鏡(歴代の投影機ロゴ付き！)を活用しながら、皆さん

思い思いに星空を味わってくださっていた。 

 

写真 3-3．石坂学芸員による 

「インフィニウム L-OSAKA スペシャル」のようす 

 

写真 3-4．当日配布した双眼鏡 

 

(4)19:50 プラネタリウムリニューアルの紹介 

2019 年 3 月 30 日のリニューアルオープンとともに、

新しく生まれ変わる投影機についても少しだけ紹介し、

最後の最後、インフィニウム L-OSAKA の非常停止ボ

タンを押し、さらに起動するためのカギを抜いて、この

投影機とのお別れとした。 

 

４．アンケート集計  

当日の参加者 286 名に、アンケートへご協力いただ

いた。その結果、回答数は 141 で、約半数の方がアン

ケートにお答えくださった。 
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アンケート集計結果を(1)～(6)に示す。 

 

(1)どこから来たか？ 

大阪府内が 7 割以上と比較的近郊からのお客様が

多かった。 

 

 

(2)どこでこのイベントを知ったか？ 

 当館ホームページが４割と最も多く、次に知人からが

2 割ほどと多かった。 

 

(3)満足度 

 「とてもよかった」がほぼ９割と、非常に満足していた

だいたお客様が多かった。 

 

(4)年齢 

 40 代が割に多く、次いで 50 代、20 代が多かった。

20 代の方の中には小中学生時代に遠足で来たことが

良い思い出となっている方々もいらっしゃった。 

 

 

(5)インフィニウム L-OSAKA の思い出 

(自由記入欄・いくつか抜粋) 

・プラネタリウム、大阪電気科学館の時から大好きです。

今までありがとうございました。次の新しい投影機も楽

しみにしています！(40 代) 

・子どもの頃、「電気科学館」に来るのがとても楽しみで

した。今の私がずっと星空大好きでいられるのも幼少

期のワクワク感が体 に残っているからだと思 います。

「インフィニウム」になってから、我 が子とシリーズごと

にプラネタリウムに来ることができ、この子も将来も星

が好きでいるのかなと思いをはせています。(50 代) 

・初めてプラネタリウムを観たのがここでした。(40 代) 

・小学生のときに学校の社会科見学で初めて行ったと

きにとても感動し、また行きたいと思い、それから今ま

ではテーマが変わるごとに観にきていました。(20 代) 

・小学校の遠足のときに初めてきました。大阪ではなか

なか満天の星空はみえないのでとてもワクワクしてうれ

しかったです。(10 代) 

・電気科学館の時からずっとプラネタリウムが大すきで

した。インフィニウム L-OSAKA は数えきれないくらい

一緒に居たのでラストも一緒に過ごせてうれしかった

です！(40 代) 

・残念ながら、文系の私は宇宙方面に進むことはでき

ませんでしたが、私が星空をこんなにも好きになった

切欠は、小学生の時、母に連れて来てもらったプラネ

タリウムでした。プログラムはブラックホールで、ブラッ

クホールの中に飛び込んだりととても興奮した事をよく

覚えています。今でも長期休暇の時、ブラックホール

のプログラムの時は足を運んでいました。(20 代) 

・週 1 回見に来ています。田舎で育ち何もなかった老

後の楽しみが増した。歩ける限り来る(70 代以上) 
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・S30 ころ、カール・ツアイスのプラネタリウムを電館で見

ました。それがはじめて大阪城・通天閣の影絵なつか

しい。(70 代以上) 

・小学生の頃、地元(和歌山)でプラネタリウムを見た以

来で、2 年程前にこちらで数十年ぶりに見ました。星

空が好きだったこともあり、この年齢で再燃しています。

今日のこの日に参加でき、とても嬉しかったです。(30

代) 

・初めて見た時、宇宙にすいこまれる様な感動を覚え

ています。映像がきれいです。(60 代) 

 

(6)その他感想(自由記入欄・いくつか抜粋) 

・ゆったりと星を眺めるのが、とてもよかったです。双眼

鏡を用意して下さったので、星をじっくり見ることがで

きました。非常停止ボタン、とても気になっていました。

（30 代） 

・昭和な解説、自分が小学生だった頃はまだこんな風

にひたすら話しを聞いて見 る感じだったなあ、となつ

かしくなりました。「M」を BGM にインフィニウム設置ま

での画像見ていて本気で泣きそうになりました。最後

の星空、たんのうさせてもらいました。ありがとうござい

ました。(40 代) 

・四ツ橋の「電気科学館」には何回か行きました。その

時代がなつかしく思います。今日は孫といっしょに時

代を共にしました。(70 代以上) 

・この科学館に来たおかげで宇宙がとても好きになりま

した！大 阪 市 立 科 学館 には本 当 に感 謝 しかないで

す…！リニューアル楽しみにしています！大学生にな

ったら友の会にも入る予定です‥。リモコン操作すご

い！学芸員さんが前にいる…！月食再現楽しみです

(10 代) 

・学芸員さんの愛がかんじられてよかったです。 

ありがとうございました。(50 代) 

・スタッフの方々の思い入れがとても強い事が良く伝わ

りました。これからも科学技術の普及に尽力して下さ

い。ありがとうございました。(40 代) 

・大阪の身近な事も太陽・月の事ももっと教えて下さい。

(70 代以上) 

・最後ならではの企画、おもしろかったです。来春のリ

ニューアル楽しみにしています！！(40 代) 

・何気なく来ていたプラネタリウムの星空が新しくなるの

は嬉しいですが、一抹の寂しさを感じました。こんなに

じっくり眺められることも、かつてのプログラムの再現も、

そうそう体験できる事ではなく、大変楽しませて頂きま

した。ありがとうございました。(20 代) 

・さいごに観覧できてとても光栄です。さみしいです。あ

りがとうございました。(10 代) 

 

５．さいごに 

 今回、プラネタリウム投影機の引退セレモニーという

形でスペシャルナイトを開催したが、予想以上に多くの

反響があり、チケットも販売開始から約 2 週間で売り切

れとなった。開催 後のアンケートでも多くの方が、この

投影機との思い出や、新しい投影機への期待を書い

てくれていた。筆者自身は、生まれて初めて投影者と

して投影台に立ち、操作をした投影機であるがゆえに、

その引退に対する思いは人一倍強いと思っていたが、

何度も足を運んでくださったお客様にとっても、大切な

想い出のつまった投影機だったのだと、改めて実感す

ることができた。 

 今回のスペシャルナイトにご協力いただいた職員の

皆様、関係者の方々、そしてお客様に心より御礼申し

上げます。 

 

写真 5-1．プラネタリウム業界関係者らと記念撮影 


